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伊勢の元気さん！

水本  裕貴 さん

か
ら
神
宮
へ
よ
く
行
っ
て
い
ま

し
た
し
、
お
白
石
持
行
事
に
参

加
し
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま

す
。
近
く
に
あ
り
過
ぎ
て
分
か

ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
伊
勢
を

離
れ
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
良
さ

が
分
か
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

―
―
自
分
が
伊
勢
市
出
身
と
い

う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
人
に
サ

ッ
カ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ

ー
場
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
し
、
伊
勢
市
か
ら
い
い
選
手

が
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

来
年
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ

昨
年
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
年
で
し
た
か
？

―
―
け
が
を
せ
ず
に
一
年
間
を

通
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き
、
チ

ー
ム
が
優
勝
で
き
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。
一
昨
年
は
、
け
が

を
し
て
活
躍
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
何
と
か
チ
ー
ム
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
。
チ
ー
ム
に

と
っ
て
一
番
良
い
成
績
が
残
せ

て
良
か
っ
た
で
す
。

小
さ
い
頃
は
、
ど
の
よ
う
な
サ

ッ
カ
ー
少
年
で
し
た
か
？

―
―
小
学
３
年
生
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
入
っ
て
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
ま
し
た
。
厳
し
い
指
導

の
も
と
、
楽
し
く
、
中
身
の
濃

い
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り

は
、
外
へ
出
て
動
い
て
い
た
い

性
格
だ
っ
た
の
で
、
近
く
の
公

園
や
学
校
、
御
薗
ラ
ブ
リ
バ
ー

公
園
な
ど
で
友
達
と
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

伊
勢
の
魅
力
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
？

―
―
伊
勢
と
い
っ
た
ら
、
み
ん

な
す
ぐ
に
伊
勢
神
宮
を
思
い
浮

か
べ
て
く
れ
ま
す
。
小
さ
い
頃

プロサッカー選手

水本選手の
サインを
プレゼント！
　水本選手のサイン入
り色紙を、抽選で２人
にプレゼントします。
応募方法　２月15日㈮（当日消印有効）まで
に、住所、氏名、電話番号、水本選手への
応援メッセージを記入し、はがきで広報広
聴課（〒516-8601岩渕１丁目7-29）へ

ひ　ろ　き

「子どもたちの
　憧れの選手に」

　

昨
年
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
・
Ｊ
リ
ー

グ
で
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
サ
ン
フ
レ

ッ
チ
ェ
広
島
。
そ
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

で
守
備
の
要
と
し
て
全
34
試
合
に
フ
ル
出
場

し
、
優
勝
に
貢
献
し
た
水
本
裕
貴
選
手（
27

歳
）。
そ
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
年
に

最
も
優
れ
た
11
人
の
選
手
に
授
与
さ
れ
る
ベ

ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
初
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
本
選
手
は
御
薗
町
高
向
出
身
。御
薗
小
、

御
薗
中
、
三
重
高
校
を
経
て
２
０
０
４
年
に

プ
ロ
入
り
し
ま
し
た
。
プ
ロ
入
り
後
も
Ｊ
リ

ー
グ
で
好
成
績
を
収
め
、
日
本
代
表
に
選
ば

れ
て
数
々
の
国
際
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
一

線
級
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
水
本
選
手
に
昨
年
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
伊
勢
市
へ
の

思
い
や
今
年
の
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
市
民
み
ん
な
で
水
本
選
手
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

ッ
プ
に
向
け
て
の
思
い

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

予
選
に
は
、
ま
だ
１
回

し
か
代
表
に
選
ば
れ
て

い
な
い
の
で
、
ま
ず
は

継
続
し
て
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
チ
ー

ム
で
し
っ
か
り
と
活
躍

し
て
代
表
に
選
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
一
年
、
ど
の
よ
う
な
年
に

し
た
い
で
す
か
？

―
―
昨
年
の
よ
う
に
、
チ
ー
ム

が
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
け
が
を

せ
ず
に
、
一
年
を
通
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
将
来
、
ど
の
よ
う
な

選
手
を
目
指
し
ま
す
か
？

―
―
子
ど
も
た
ち
に
憧
れ
ら
れ

る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
、
夢

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
、

そ
し
て
、
プ
ロ
生
活
の
中
で
何

か
を
残
せ
る
よ
う
な
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。
地
元
・
三
重
県

に
と
っ
て
い
い
も
の
を
残
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　

昨
年
12
月
の
市
議
会
教
育
民

生
委
員
会
で
、
新
し
い
伊
勢
総

合
病
院
の
建
設
地
に
つ
い
て
、

楠
部
町
の
現
地
を
拡
張
し
て
建

設
し
て
い
き
た
い
と
報
告
し
ま

し
た
。

　

新
病
院
の
建
設
地
に
つ
い
て

は
、
市
議
会
で
の
熱
心
な
ご
議

論
や
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

伊
勢
総
合
病
院
の
建
て
替
え

市長室
　から

に
は
、
多
額
の
税
金
の
投
入
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
策
定

中
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
、
説

明
会
と
意
見
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
地

域
医
療
の
確
立
は
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
大
変
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
新
病
院
の
建
設
を
で

き
る
限
り
早
急
に
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
医
師
・
看
護
師
の
確

保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
年
、

医
師
・
看
護
師
奨
学
金
制
度
を

新
設
・
拡
充
し
、
併
せ
て
奨
学

基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

奨
学
基
金
か
ら
、
将
来
、
医
師
・

看
護
師
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

学
生
に
奨
学
金
が
貸
与
さ
れ
、

地
域
医
療
を
支
え
る
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
貸
与
し
て
い
る
看
護
学

生
15
人
に
加
え
、
新
た
に
医
学

生
２
人
・
看
護
学
生
15
人
へ
の

奨
学
金
貸
与
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
基
金
を
充
実

さ
せ
、
医
師
・
看
護
師
確
保
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
で
、

こ
の
力
を
大
き
く
育
て
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
制
度
を
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
の
設
置
・
配
布
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
が
地
域

医
療
の
充
実
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国道23号

伊勢市 宇治山田

伊勢志摩スカイライン伊勢自動
車道

鳥羽市

伊勢二見
鳥羽ライン

フットボールヴィレッジ
（2013年2月完成予定）
フットボールヴィレッジ
（2013年2月完成予定）
フットボールヴィレッジ
（2013年2月完成予定）

第二伊勢道路
（2013年秋開通予定）
第二伊勢道路
（2013年秋開通予定）
第二伊勢道路
（2013年秋開通予定）

倉田山公園野球場
（2014年リニューアル予定）
倉田山公園野球場
（2014年リニューアル予定）
倉田山公園野球場
（2014年リニューアル予定）

新伊勢総合病院建設予定地
（2019年5月開院予定）
新伊勢総合病院建設予定地
（2019年5月開院予定）
新伊勢総合病院建設予定地
（2019年5月開院予定）

消防庁舎
（2015年度完成予定）
消防庁舎
（2015年度完成予定）
消防庁舎
（2015年度完成予定）

N

市内で行われる
主な事業

伊勢市駅前広場
（2013年3月リニューアル予定）
伊勢市駅前広場
（2013年3月リニューアル予定）
伊勢市駅前広場
（2013年3月リニューアル予定）
伊勢市駅前民間再開発
（2013年8月オープン予定）
伊勢市駅前民間再開発
（2013年8月オープン予定）
伊勢市駅前民間再開発
（2013年8月オープン予定）

伊勢南北幹線道路
（2012年12月開通）
伊勢南北幹線道路
（2012年12月開通）
伊勢南北幹線道路
（2012年12月開通）

宇治山田駅バリアフリー化
（2013年6月完成予定）
宇治山田駅バリアフリー化
（2013年6月完成予定）
宇治山田駅バリアフリー化
（2013年6月完成予定）

伊勢市駅北口広場
（2013年8月リニューアル予定）
伊勢市駅北口広場
（2013年8月リニューアル予定）
伊勢市駅北口広場
（2013年8月リニューアル予定）

新
伊
勢
総
合
病
院
の

建
設
に
向
け
て

　奨学基金への寄附をしていただ

く場合は、所定の寄附金申込書に

より申し込んでいただき、次のい

ずれかの方法でご寄附をしていた

だきます。

・・ゆうちょ銀行（郵便局）で送金

・・百五銀行で送金

・・三菱東京UFJ銀行で送金
・・病院へ現金を持参

※「ふるさと応援寄附金」制度を

　活用して寄附をすることもでき

　ます。

 問い合わせ
◆伊勢総合病院へ直接申し込む場合
　伊勢総合病院経営企画室

　　（☎639053）
　伊勢総合病院のホームページ

　　http://hospital.ise.mie.jp
◆「ふるさと応援寄附金」制度を活
　用する場合
　行政経営課（☎㉑5510）
　市のホームページ

　　http://www.city.ise.mie.jp

医師・看護師奨学基金
ご寄附の方法
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教育委員　　　　    （敬称略）
役職名 氏名

教育委員長 中居　信明

教育委員長
職務代理者

八木　雅文

教育委員
畠中　節夫

中西　康裕

教育長 宮崎　吉博

（平成 24年 12月 26日現在）

　

伊
勢
市
監
査
委
員
の
う
ち

「
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
」
に
、
山
根
隆
司
さ

ん（
宮
川
２
丁
目
）が
、
12
月
市

議
会
で
選
任
同
意
さ
れ
、
12
月

６
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
市
公
平
委
員
会

委
員
に
、
北
岡
雅
之
さ
ん（
楠

部
町
）
が
、
12
月
市
議
会
で
選

任
同
意
さ
れ
、
12
月
26
日
付
け

で
就
任
し
ま
し
た
。

　

12
月
23
日
付
け
で
教
育
委
員

に
中
西
康
裕
さ
ん（
二
見
町
光

の
街
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
26
日
の
教
育
委

員
会
会
議
で
、
教
育
委
員
長
に

中
居
信
明
さ
ん（
鹿
海
町
）が
、

同
職
務
代
理
者
に
八
木
雅
文
さ

ん（
船
江
１
丁
目
）が
選
ば
れ
、

同
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
・
公
平
委
員
会

委
員
が
決
定

職
員
課（
☎
㉑
５
５
０
５
）

各
種
委
員
が
決
定

教
育
委
員
会
委
員
が
決
定

教
育
総
務
課（
☎
㉒
７
８
７
５
）

観
光
企
画
課
内
・
外
宮
前
名
物
・
御
饌
丼
の
会
事
務
局

（
☎
㉑
５
５
６
５
）

　

外
宮
前
か
ら
食
の
大
切
さ
と

食
へ
の
感
謝
を
発
信
す
る
「
外

宮
前
名
物
・
御
饌
丼
の
会
」が
、

御
饌
丼
誕
生
３
周
年
を
記
念
し
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

異
な
る
３
店
舗
で
御
饌
丼
を

食
べ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

３
店
舗
目
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド

と
引
き
換
え
に
１
杯
の
御
饌
丼

を
最
大
５
０
０
円
引
き
し
て
も

ら
え
ま
す
。（
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
は
対
象
店
で
配
布
）

　

こ
の
機
会
に
、
い
ろ
い
ろ
な

御
饌
丼
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

お
気
に
入
り
の
御
饌
丼
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

実施期間　３月31日㈰まで
対象店舗　浜与本店外宮前、t

ツ ミ キ

sumiki、幸
ゆき

、

　　　　　 Cafe&Bar S
サ ニ ー

unny P
プレイス

lace、若草堂、
　　　　　麺菜レストいちし、和食処 魚勘、
　　　　　ふぐや、串一、い～菜、炭焼き 鳥翔、
　　　　　岩戸屋 参宮亭、伊勢安土桃山文化村
※詳しくは、伊勢観光活性化プロジェクト会議のホーム

　ページ（http://www.isekanko.jp）をご覧ください。

外
宮
前
名
物

「
御
饌
丼
」を
食
べ
よ
う
！

外
宮
前
名
物

「
御
饌
丼
」を
食
べ
よ
う
！

外
宮
前
名
物

「
御
饌
丼
」を
食
べ
よ
う
！

お
か
げ
さ
ま

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

お
か
げ
さ
ま

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

お
か
げ
さ
ま

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

み

け

ど
ん

　

「
饌
」
と
は
「
食
べ
物
」
と

い
う
意
味
で
、
大
切
な
も
の
、

尊
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
御
」
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

外
宮
で
は
、毎
日
朝
夕
二
度
、

神
様
に
食
事
を
用
意
す
る
「
日ひ

別ご
と

朝あ
さ

夕ゆ
う

大お
お

御み

饌け

祭さ
い

」
が
、
一
日

も
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
外
宮
の
お
膝
元
か
ら

「
食
の
大
切
さ
」
と
「
食
へ
の

感
謝
」
を
発
信
し
よ
う
と
生
ま

れ
た
の
が
「
御
饌
丼
」
で
す
。

御
饌
丼
と
は
？

外宮前名物・御饌丼は、
・「米」は三重県産を使っています
・「メインの食材」は伊勢志摩地方産です
・「水」は宮川や五十鈴川のものを使っています
・「安全、安心な食材」を使い、健康に配慮した調
　理をしています
・・この丼に関わる全ての食材や人々に対して「おか
　げさま」の心で作っています

市
負
担
金　

19
万
２
千
円
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こども課（☎㉑5561）
　

市
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
お
よ
び
地
域
の
子
育
て
支

援
を
目
的
に
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
を

助
け
て
ほ
し
い
人（
依
頼
会
員
）の
要
望
に
応
じ
、
子
育
て
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
人（
提
供
会
員
）を
紹
介
し
、
相
互
の
信
頼
と
了
解

の
上
で
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
組
織
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子

ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

対象　市内に在住または通勤・通学していて、
　　　小学6年生までの子どもがいる人
利用時間　24時間可能
受付時間　月曜日～金曜日、8:30～19:00
　　　　　（土曜日・日曜日・祝日・年末年始は休み）

利用料金

利用時間 通常時
緊急時
軽い病児
病後児

7:00 ～ 19:00 700 円／時 1,000 円／時

6:00 ～ 7:00
19:00 ～ 22:00 800 円／時 1,200 円／時

22:00 ～翌 6:00 1,200 円／時 1,200 円／時

年末年始
（12/29 ～ 1/3） 800 円／時 1,200 円／時

宿泊
（22:00 ～翌 6:00） 5,000 円／回

※登録は無料です。登録しておくだけでも安心です。

利用案内（依頼会員）

サポートのしくみ
　子育てを助けてほしい人（依
頼会員）の要望に応じ、子育
てのお手伝いができる人（提
供会員）を紹介し、一時的に
お子さんを預かります。

依頼会員
子育て中のあなた

いせファミリー・
サポート・センター

提供会員
子育てをお手伝い
してくれるあなた

依頼の申し込み、
提供会員の紹介

・・子育て中の皆さんを応援します
・・困ったことは何でも相談を
・・経験豊富なアドバイザーがサポート

いせファミリー・サポート・
センターのアドバイザーが、
依頼会員・提供会員相互の希
望を調整します。

事前打ち合わせ、サポート、
サポート終了後の報酬授受

提供内容の通知、
提供活動の受諾

いせファミリー・サポート・センター
会員募集中！

・・急な残業で、子どもを保育所へ迎えに行けない。
・・具合が悪くて病院に行きたい。
・・仕事を探しに行きたいけれど、子ども連れでは難しい。
・・子どもの熱は下がったけれど、もう一日ゆっくり休ませたい。
　でも仕事は休めないし…。
・・引っ越して来たばかりで近所に子どもを見てくれる人がいな
　いので、万が一のときに不安…。
・・第２子の出産時に、子どもを見てもらえる人がいない。

・・時間に余裕もできたし、忙しいお母さん
　のお手伝いがしたいわ。
・・自分の子育てと一緒に子どもを預かれ
　ばお手伝いになるのね。

10広報いせ ●平成25年2月１日号



子育てを終えた人や、保育士の資格を持つ人など、
子どもが好きで、子どもに関わる活動をしたい人へ

いせファミリー・サポート・センター

提供会員になりませんか？
どんな人がなれるの？
　提供会員になれるのは、市内または近隣市町に在住する20
歳以上の人で、同センターが実施する講習を受講した人です。

依頼会員と提供会員の両方を兼ねることもできます。

　提供会員への登録は無料です。なお、万が一の事故に備え、

提供会員はファミリー・サポート・センター補償保険に加入

しています。

　臨時的に、子どもの預かりや保育所・幼稚園への送迎など

をしていただく提供会員の養成講座を開催します。

とき・内容・講師　下表のとおり
ところ　小俣農村環境改善センター
対　象　市内または近隣市町に在住する20歳以上の人で、受
　　　　講後に提供会員として登録していただける人

定　員　50人（先着順）
受講料　無料（テキスト代2,100円が別途必要）
申し込み　電話・ファクスで、いせファミリー・サポート・セ
　　　　ンター（☎㉘5692、FAX㉘5679）へ
※全日程を受講できない人はご相談ください。

サポートの一例
放課後児童クラブへ送迎してもらう

「おっちゃんのこと大好き！」
横断歩道の渡り方も教えてもらいました。

提供会員の自宅で預かってもらう

保育園での楽しかった出来事をお話ししました。

いせファミリー・サポート・センター

提供会員養成講座の
受講者を募集

平成24年度第 2回養成講座
と き 内容 講師（敬称略）

2 月 23日㈯

9:15 ～  9:20
9:20 ～ 10:20
10:30～12:30
13:30～16:30

開講式／オリエンテーション
子ども・子育てを取り巻く環境
子どもの遊び
発育と発達／障がいについて

秋山則子（NPO法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）
堀川美子（玉城町子育て総合支援室育児支援アドバイザー）
千草篤麿（高田短期大学人間介護福祉学科教授）

2月 24日㈰
9:30 ～ 12:30
13:30～16:30

子どもの栄養と食生活
子どもの健康

馬場啓子（三重中京大学特別研究員）
羽根靖之（はね小児科医院院長）

3月  2 日㈯
9:30 ～ 12:30
13:30～16:30 
16:40～17:00

小児看護
子どもの事故と安全
会則／事業説明

岡田まり（㈱ジェネラス訪問看護ステーションほたるいせ管理者）
富内直美（日本赤十字社三重県支部看護師）
倉木紀子（いせファミリー・サポート・センターアドバイザー）

3月  3 日㈰

9:30 ～ 11:30
12:30～13:30
13:40～16:40

保育の心
子どもとの暮らしとケア
講座を振り返って
　・伊勢市の子育て支援
　・サポーターとしての心構え

山野栄子（鈴鹿短期大学生活学科・こども学専攻准教授）
谷ともえ（伊勢市健康課保健師）

谷ともえ（伊勢市健康課保健師）
秋山則子（NPO法人三重みなみ子どもネットワーク理事長）

困ったとき
に

子どもを預
かってくれ

る、

ママ・パパの
心強い

サポーター
！

困困困困困困困っっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたととととととととととととととととととととときききききき
ににににににににににににににににににに

子子
、、

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももををををををををををををををををを預預預預預預預預預
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる、、、、、、、、、

ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママ・パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパののののののののののののののののののの
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心強いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

サササササササササササササササササササササポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーー
！！！

困ったとき
に

子どもを預
かってくれ

る、

ママ・パパの
心強い

サポーター
！

いせファミリー・サポート・センター事業費〔平成24年度予算額〕　823 万円（うち国補助金 329万２千円）
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　市・県民税の申告と所得税の確定申告
について、作成指導を行う申告会場を開
設します。
　申告会場では、職員のアドバイスを受
けながら、パソコンを使って申告書を作
成することができます。申告書の作成方
法などが分からない人は、申告会場をご
利用ください。

市・県民税の申告
所得税の確定申告
市・県民税の申告…課税課市民税係（☎㉑5534）
所得税の確定申告…伊勢税務署（☎㉘3191〔自動音声案内〕）

平成24年分
（平成25年度）

■
申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

と
き　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15

日
㈮（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
な
る
べ
く
午
後
４
時
ま
で
に

入
場
し
て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

■
申
告
相
談
サ
ブ
会
場

　

表
①
の
と
お
り
巡
回
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
申
告
相
談
メ

イ
ン
会
場
へ
行
く
こ
と
が
で
き

市
・
県
民
税
の
申
告

な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
サ
ブ
会
場
で
は
申
告

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・・
土
地
建
物
・
株
式
・
先
物
取

引
の
譲
渡
所
得
や
損
失
の
繰
り

越
し
が
あ
る

・・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
を

す
る

・・
青
色
申
告
を
す
る

・・
そ
の
他
、
多
く
の
時
間
を
要

す
る
申
告
を
す
る

■
確
定
申
告
会
場

と
き　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15

日
㈮（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
な
る
べ
く
午
後
４
時
ま
で
に

入
場
し
て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

※
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）の

利
用
者
識
別
番
号
・
暗
証
番
号

が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

■
所
得
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
な
ど

を
次
の
方
法
で
提
出
し
た
人
に

は
、
平
成
24
年
分
所
得
税
の
申

告
書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。　

　

必
要
な
場
合
は
、
伊
勢
税
務

署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・・
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）を

利
用
し
た
人

・・
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
た
人

・・
確
定
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
申
告
し
た
人

　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

を
有
す
る
人
で
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
、
か
つ
、
そ
の
他
の
所
得
が

20
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。

※
こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
控
除
が
あ
れ
ば
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
れ
ば
税
額
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所得税の確定申告は
　できるだけ、e-Taxや国税庁のホームページ「確
定申告書等作成コーナー」をご利用ください。

１２

表①　市・県民税の申告相談サブ会場
と　き ところ　（【　】内は対象地域）

2 月 18日㈪ 四郷地区コミュニティセンター

2月 19日㈫
神社地区コミュニティセンター
御薗総合支所【新開・王中島】

2月 20日㈬
宮本地区コミュニティセンター
御薗総合支所【長屋・小林】

2月 21日㈭
沼木農村環境改善センター
二見生涯学習センター【西・光の街】

2月 22日㈮
生涯学習センターいせトピア

二見生涯学習センター
【山田原・江・松下・三津】

2月 25日㈪ 大湊地区コミュニティセンター
2月 26日㈫ 豊浜地区コミュニティセンター
2月 27日㈬ 小俣公民館【湯田】
2月 28日㈭ 小俣公民館【元町】
3月  1 日㈮ 小俣公民館【明野】
3月  4 日㈪ 北浜地区コミュニティセンター
3月  5 日㈫ 御薗総合支所【新高】
3月  6 日㈬ 御薗総合支所【高向・上條】
3月  7 日㈭ 二見生涯学習センター【溝口・茶屋】
3月  8 日㈮ 二見生涯学習センター【今一色・荘】
3月 11日㈪ 城田地区コミュニティセンター
3月 12日㈫ 小俣公民館【宮前】
3月 13日㈬ 小俣公民館【相合・新村】
3月 14日㈭ 小俣公民館【本町】

時間　午前 9時 30分～正午・午後1時～3時 30分
　　　（受け付けは午後3時まで）
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所得税の確定申告は不要
ただし、株式等の譲渡損失・
雑損失・純損失などを翌年
以降に繰り越す場合は、確
定申告が必要。

次に該当する人は、市・県民
税の申告が必要
・・公的年金等に係る雑所得以外
　の所得がある
・「公的年金等の源泉徴収票」に
　記載されていない各種控除 
 （寡婦（夫）、医療費、生命保険
　料など）の適用を受けたい
・「公的年金等の源泉徴収票」に
　記載された被扶養者に変更が
　ある

あなたは市・県民税の申告が必要でしょうか？
START
平成 25 年 1 月 1 日に、
伊勢市に住んでいました
か？

伊勢市への申告は不要
※1月1日に住んでいた市区
　町村で、申告が必要かど
　うか確認してください。

平成 24 年中に何らかの
収入がありましたか？

申告は不要
※国民健康保険・後期高齢
　者医療保険の加入者や、所
　得証明書などが必要な人
　は、申告をしてください。

所得税の確定申告書を税
務署へ提出しますか？

申告は不要

給与所得者ですか？

申告が必要
※年金所得者は、「公的年
　金所得者のための、申告
　に関するフローチャート」
　をご覧ください。

給与のほかに、営業・農業・
不動産などの所得があり
ますか？

給与支払者から市役所へ
「給与支払報告書」が提出
されていますか？
※不明な場合は勤務先へ問い
　合わせてください。

申告は不要
※年末調整されていない何らかの控除（医療費控除など）を受け
　ようとする場合は、申告してください。

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

表②　申告時に必要な主な物
共通して必要な物 ・・申告書　・・印鑑

所得を申告するときに必要な物
・・給与所得者・年金受給者…源泉徴収票（コピー不可）
・・営業・農業・不動産などの収入がある人…収支内訳書など、収入・経費などを
　集計した物

控除を申告
するときに
必要な物

社会保険料控除
・・健康保険料などの支払金額が分かる物
　（国民年金保険料の控除を受ける場合は証明書類が必要）

生命保険料控除・
地震保険料控除

・・保険会社などから発行される保険料控除証明書

障害者控除 ・・障害者手帳または障害者控除対象者認定書（※１）

医療費控除

・・平成 24年中に支払った医療費の領収書と、その内容が確認できる医療費の明
　細書（合計金額が分かるように記載してある物）
・・保険金や高額医療費により補てんされた金額が確認できる書類
・・介護保険関係の支払いがあった場合は、指定介護老人福祉施設利用料等領収証
　など医療費控除対象金額の分かる物

寄附金控除
・・平成 24年中に行った寄附金控除の対象になる寄附金の受領証明書（領収書）
・・政治団体に対する寄附金の場合は、選挙管理委員会の確認印のある「寄附金控
　除のための書類」

住宅に関する控除
（※２）

・・請負契約書の写しなど（必要書類が多いため、国税庁のホームページか伊勢税
　務署で確認してください）

所得税の還付を受けるときに必要
な物

・・申告者名義の口座が分かる物（預金通帳など）

※1　障害者控除対象者認定書とは、介護保険の要支援・要介護認定を受けている 65歳以上の人を対象とする書類です。
　　　詳しくは介護保険課（☎㉑ 5647）へ問い合わせてください。
※ 2　住宅に関する控除とは、住宅借入金等特別控除・バリアフリー改修等住宅借入金等特別控除・住宅耐震改修特別控除
　　　などのことです。

公的年金所得者のための、
申告に関するフローチャート

公的年金等の収入金額（2カ所以上ある場合はその合
計額）が 400万円以下ですか？

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下ですか？
（例）給与収入85万円－給与所得控除額65万円
　　　　　　　　　　　　　 ＝所得金額20万

はい

源泉徴収税額の還付を受けますか？

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

所得税の確定申告が
必要（市・県民税の
申告は不要）

毎年秋、日本年金機構
などに提出される「扶養
親族等申告書」が、未
提出だったり、未訂正
だったりすると、扶養控
除等の情報が反映されず
に受給者の実態と異なっ
ているケースが見受けら
れます。「公的年金等の
源泉徴収票」の明細を
必ずご確認ください。
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平
成
24
年 

火
災・救
急・救
助
の
概
要

火
災
に
つ
い
て
…
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

救
急
に
つ
い
て
…
消
防
本
部
消
防
課
（
☎
㉕
１
２
１
６
）

救
助
に
つ
い
て
…
消
防
署
（
☎
㉕
１
２
６
２
）

　

平
成
24
年
中
に
発
生
し
た
火

災
の
件
数
と
、
火
災
に
よ
る
人

的
被
害
・
損
害
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
し
た
。

　

建
物
火
災
は
21
件
で
、
全
火

災
の
う
ち
約
57
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
出
火
原
因
は

火
災

依
然
と
し
て
多
い

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
と

「
こ
ん
ろ
」

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」「
こ
ん

ろ
」「
電
灯
電
話
の
配
線
」「
配
線

器
具
」
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

全
国
的
に
も
出
火
原
因
が

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
と
な

る
こ
と
が
多
く
、「
家
の
周
り

に
段
ボ
ー
ル
や
可
燃
ご
み
を
置

か
な
い
」「
物
置
き
や
車
庫
に
は

鍵
を
掛
け
る
」
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
油
火
災
を
防

止
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ん
ろ
に
火
を
付
け
た
ま
ま
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・・
過
熱
防
止
装
置
の
付
い
た
こ

ん
ろ
を
使
用
す
る

・・
来
客
な
ど
で
そ
の
場
を
離
れ

る
と
き
は
、
こ
ん
ろ
の
火
を
消

す
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
大
変
有
効
で
す
。
設
置
場

所
は
、
寝
室
の
ほ
か
、
２
階
以

上
の
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は

階
段
の
上
部
に
も
必
要
で
す
。

　

火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
24
年
中
の
救
急
出
動
件

数
は
過
去
最
多
の
６
８
０
３
件

（
前
年
比
４
２
３
件
の
増
加
）と

な
り
、
搬
送
人
員
は
６
５
２
７

人（
前
年
比
４
４
１
人
の
増
加
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
台
数
は
限
ら
れ
て

お
り
、
軽
い
病
気
や
け
が
な
ど

緊
急
性
の
な
い
場
合
は
、
自
家

用
車
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

な
ど
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急

救
急
出
動
件
数
は
過
去
最
多

　

平
成
24
年
中
の
救
助
出
動
件

数
は
52
件（
前
年
比
21
件
の
減

少
）と
な
り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
救
助
は
全
体
の
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
前
年

と
比
べ
る
と
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

の
発
生
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
救
助
出
動
件
数
は
全
体

的
に
減
少
し
ま
し
た
。

救
助

救
助
出
動
件
数
は
減
少

8,000

5,073
5,624

5,955 5,6005,6005,600

5,781

6,086
6,3806,3806,380

6,803
（件）

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

5,4755,4755,475 5,6785,6785,678

・・火災発生件数37件
　（前年比22件の減少）
・・火災による死者3人・負傷者10人
・・損害額5,949万3千円

建物火災
21件

車両火災
7件

林野
火災
１件

その他火災
８件

火災種別件数

過去10年間の救急出動件数

交通 26件

その他
９件

山岳
１件

機械
１件

ガス ３件ガス ３件ガス ３件

水難 ４件水難 ４件水難 ４件

建物 ７件

火災
１件

救助出動件数

火災件数と被害状況
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お
ひ
な
さ
ま
の
折
り
紙
飾
り

を
作
り
ま
す
。
季
節
を
彩
る
折

り
紙
に
楽
し
く
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
。

と
き　

２
月
24
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

小
俣
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
・
１
階
会
議
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

講
師　

村
澤
美
代
さ
ん（
伊
勢

市
生
涯
学
習
講
師
人
材
バ
ン
ク

登
録
講
師
）

定
員　

20
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

材
料
費
５
０
０
円
程

度
、
は
さ
み
、
木
工
用
接
着
剤

申
し
込
み　

２
月
12
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
ま
た
は
通
学
先（
市
外

在
住
の
人
の
み
）、
保
護
者
氏

名（
受
講
希
望
者
が
小
学
生
以

下
の
場
合
の
み
）
を
記
入
し
、

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
〒

519

－

0592
小
俣
町
元
町
５
４
０
）

へ※
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
申
し

込
め
る
の
は
１
人
の
み
で
す
。

※
１
人
で
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
受
講
可
否
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
俣
公
民
館
講
座

折
り
紙
教
室

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
㉒
７
８
８
６
）

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

突
然
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
…

　

地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
突
然
私
た
ち
に

襲
い
掛
か
っ
て
き
ま
す
。

　

地
震
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら

建
物
の
耐
震
対
策
、
食
料
や
飲

料
水
の
備
蓄
、
防
災
訓
練
へ
の

参
加
と
い
っ
た
最
低
限
必
要
な

備
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
震
が
い
つ
起
こ
る

か
に
よ
っ
て
行
動
の
仕
方
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

左
表
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
参

考
に
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
こ
と
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・・
家
族
全
員
で
地
域
の
防
災
訓

練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

・・
家
庭
や
職
場
、
地
域
の
状
況

に
合
っ
た
防
災
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う

・・
訓
練
を
通
し
て
、
自
主
防
災

組
織
や
消
防
団
、
事
業
所
な
ど

と
の
協
働
を
進
め
ま
し
ょ
う

時間帯別に防災対策を
　　　　　　再チェック！
就寝中だったら…
□寝室の家具類は固定してある。または、寝室に家具類
　を置いていない。
□寝床のそばに、懐中電灯・ラジオ・履物がある。
□ガラスには飛散防止フィルムを貼っている。
□廊下・階段・ベランダには避難を妨げる物を置いていな
　い。
□夜間でも安全に避難できる経路を確認してある。

自宅にいたら…
□子どもが通っている学校との連絡方法や引き取り方法
　が決まっている。
□自分が地域でどのような防災活動を行うのか決まっている。
□いざというときに、隣近所で助け合うことができる。
□津波警報が発表されたときに、避難する高台や避難場
　所が決まっている。

通勤途中だったら…
□自分がどのような行動を取ればよいか、普段から考えて
　いる。
□家族や職場への連絡方法が決まっている。
□家族が離れている時でも、避難する場所が決まっている。

職場にいたら…
□従業員それぞれが、どのような行動を取るのか決まって
　いる。
□来客者への対応方法（避難誘導など）が決まっている。
□電話が使えなくても、必要な情報の収集・伝達ができる。
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ず
っ
と
元
気
で
輝
い
て
い
た
い
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
！

今
か
ら　
　
　
　

 

介
護
予
防
！

楽
し
く

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

健
康
課
で
は
、
昨
年
６
月
、
一
定
の
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
体

や
心
の
機
能
低
下
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
送
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
70
歳
代
の
人
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
お
伝
え
し
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

運
動
機
能
・
口
腔
機
能
の

　

低
下
が
多
い
結
果
に

　

今
回
の
チ
ェ
ッ
ク
結
果
で
は
、

１
万
７
４
７
人
の
う
ち
２
４
９

７
人（
約
4.3
人
に
１
人
）が
、
運

動
・
口
腔
・
認
知
機
能
や
栄
養

な
ど
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
生

活
機
能
の
低
下
が
あ
る
と
い
う

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
年
齢
が

高
く
な
る
と
、
機
能
低
下
が
あ

る
人
の
割
合
が
高
く
な
り
ま

す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

グラフ2 生活機能が低下しているとされた人（2,497人）の
内容別人数（重複回答あり）

0人 500人 1,000人 1,500人 2,000人

運動機能の低下 1,505人

1,432人

1,183人

1,150人

317人

100人

口腔機能の低下

こころの機能低下

物忘れ

閉じこもり

低栄養

（平成24年 11月末現在）

生活機能低下がある
人の約5割が該当

生活機能低下がある
人の約6割が該当

グラフ１ 基本チェックにより生活機能が低下して
いるとされた人の割合

（％）
40

30

20

10

0

（平成 24年 11月末現在）

14.5％ 32.5％

70
歳

71
歳

72
歳

73
歳

74
歳

75
歳

76
歳

77
歳

78
歳

79
歳

清
掃
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

再
生
資
源
回
収
と
は

　

再
生
資
源
回
収
団
体（
自
治

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
会
な
ど

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
）

が
、
紙
類
・
布
類
・
缶
・
び
ん

な
ど
の
資
源
物
を
回
収
す
る
活

動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

再
生
資
源
回
収
事
業
奨
励
金

　

市
で
は
、
再
生
資
源
回
収
団

体
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

申
請
書
と
引
き
取
り
伝
票
を

提
出
す
る
と
、
回
収
量
に
応
じ

て
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象
品
目　

紙
類（
新
聞
・
雑

誌
類
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
）、

布
類
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ

缶
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん（
ビ

ー
ル
び
ん
・
一
升
び
ん
な
ど
）

奨
励
金
額　

１
㎏（
び
ん
は
１

本
）に
つ
き
３
円

再
生
資
源
の
回
収

※
市
の
奨
励
金
額
で
あ
り
、
資

源
回
収
業
者
の
引
き
取
り
単
価

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請　

事
前
に
、
団
体
登
録
書

を
清
掃
課（
西
豊
浜
町
６
５
４
）

へ
提
出

※
団
体
登
録
書
は
、
清
掃
課
・

環
境
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

再
生
資
源
回
収
に
ご
協
力
を

　

再
生
資
源
回
収
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
を
ご
み
と
し

て
出
さ
な
い
大
切
な
取
り
組
み

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
回
収
量
を
増
加
さ
せ
、
よ
り

多
く
の
資
源
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
再
生

資
源
回
収
へ
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
24
年
度
〕　

８
６
２

万
６
千
円
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内
容
別
で
は
、
生
活
機
能
の

低
下
が
あ
る
と
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
約
６
割
の
人
に
運
動
・
口

腔
機
能
の
低
下
が
、
約
５
割
の

人
に
う
つ
傾
向
な
ど
の
心
の
機

能
低
下
や
物
忘
れ
が
見
ら
れ
ま

し
た
。（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

　

生
活
機
能
の
低
下
は
、
普
段

の
生
活
を
振
り
返
り
、
見
直
す

こ
と
に
よ
り
改
善
で
き
ま
す
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
か
ら
、

特
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
た
人
は
、
自

分
に
合
っ
た
介
護
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、仲
間
と
共
に
、

は
つ
ら
つ
と
介
護
予
防
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
参
加
し
た
人
の

多
く
が
、
生
活
の
中
で
効
果
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
機
能
の
低
下
を
「
年
の

せ
い
だ
か
ら
」
と
諦
め
て
し
ま

う
か
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
介

護
予
防
に
取
り
組
む
か
で
、
５

年
後
・
10
年
後
の
生
活
に
大
き

な
差
が
出
て
き
ま
す
。

 

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
の

 

健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

早
め
の
対
策
と
し
て
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、

「
衰
弱
」「
転
倒
・
骨
折
」「
認
知

症
」
の
予
防
や
、
不
活
発
な
生

活
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
る

「
生
活
不
活
発
病
」
を
予
防
す

る
こ
と
が
特
に
大
切
で
す
。

　

体
や
頭
を
で
き
る
だ
け
使
っ

て
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
過
ご

す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

  

65
歳
以
上
の
人
は
時
々
、

  

生
活
や
健
康
状
態
を

  

自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

・・
横
断
歩
道
で
、
信
号
機
が
点

滅
を
始
め
る
前
に
渡
れ
て
い
ま

す
か
？

・・
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で
つ
ま

ず
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

・・
物
忘
れ
す
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
る
う
ち
か
ら
自
分
の
体
の
状

態
に
気
付
く
こ
と
が
、
介
護
予

防
の
第
一
歩
で
す
。

　

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
生
活
の

不
具
合
の
サ
イ
ン
に
い
ち
早
く

気
付
き
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
た

め
に「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、

日
常
生
活
を
少
し
見
直
し
、
活

動
的
な
生
活
を
送
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

介
護
予
防
は
、
元
気
な
う
ち

か
ら
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
健
康
課
で
は
、

元
気
な
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防

や
健
康
づ
く
り
の
事
業
を
、
年

間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
に
対
す
る
誤
っ
た
認

識
や
偏
見
に
よ
り
、
今
で
も
感

染
症
患
者
に
対
す
る
差
別
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

日
本
で
は
「
ら
い
病
」
と
呼
ば

れ
、
遺
伝
す
る
恐
ろ
し
い
病
気

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

患
者
は
療
養
所
に
強
制
隔
離

さ
れ
、
外
部
と
の
接
触
は
絶
た

れ
、
誤
っ
た
治
療
や
過
酷
な
労

働
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
療
養

所
で
年
を
取
り
、
身
内
も
無
く

　

 

感
染
症
患
者
や

 　

そ
の
家
族
の
人
権

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

死
ん
で
い
く
人
や
、
子
ど
も
を

生
む
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
い
人

が
い
る
な
ど
、
著
し
い
差
別
を

受
け
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に

よ
り
感
染
し
ま
す
が
、
感
染
力

は
と
て
も
弱
く
、
発
病
の
危
険

性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
遺
伝
す
る
病
気
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
１
９
４
０
年
代
に

は
、
優
れ
た
治
療
薬
が
開
発
さ

れ
、
確
実
に
治
る
病
気
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
誤
っ
た
認

識
や
偏
見
に
よ
り
、
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
も
差
別
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
感
染
症
患
者
で

長
期
間
に
わ
た
り
社
会
と
の
交

流
が
な
か
っ
た
人
や
そ
の
家
族

が
、
今
後
、
地
域
に
復
帰
し
、

人
間
関
係
を
回
復
で
き
る
よ
う
、

解
決
す
べ
き
人
権
問
題
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、「
広
報

い
せ
」
平
成
24
年
６
月
１
日
号
に

掲
載
し
ま
し
た
。
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さ
れ
る
「
遷
宮
記
念
第
９
回
お

ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら

最
新
の
物
ま
で
約
１
０
０
０
体

の
ひ
な
人
形
が
飾
り
付
け
ら
れ

ま
す
。
古
い
ひ
な
人
形
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
立
ち
雛び

な

や
源げ

ん

氏じ

枠わ
く

雛び
な

、
御
殿
に
入
っ
た
も
の
ま

で
、
時
代
に
よ
っ
て
大
き
さ
や

顔
・
衣
装
な
ど
が
変
わ
っ
て
い

く
の
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
他
、
次
の
と
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
十
二
単
の
着
付
け
体
験

と
き　

２
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・

３
月
３
日
㈰

料
金　

２
０
０
０
円

※
要
予
約
。

◆
真
珠
雛
手
作
り
教
室

と
き　

毎
週
火
曜
日

料
金　

３
０
０
円

◆
お
抹
茶
席

と
き　

２
月
16
日
㈯
〜
３
月
10

日
㈰
の
毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日

料
金　

３
０
０
円

◆
着
物
で
の
来
館
者
は

入
館
料
無
料

と
き　

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
・

　

今
回
は
、「
賓
日
館
」
の
大

倉
美
希
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。

伊勢まるごと

博物館
だより⑩

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎㉒7885）

　

賓
日
館
は
、
明
治
20
年
、
伊

勢
神
宮
に
参
拝
す
る
賓
客
の
休

憩
・
宿
泊
施
設
と
し
て
、
神
宮

の
崇
敬
団
体
で
あ
る
神し

ん

苑え
ん

会
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
の
場
と
し
て
も
積
極
的
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
２
月

４
日
㈪
〜
３
月
10
日
㈰
に
開
催

所 在 地　二見町茶屋566-2
電話番号　432003
開館時間　9:00～17:00
　　　　　（16:30までに入館）
休 館 日　火曜日（祝日の場合は翌日）
※おひなさまめぐりin二見の期間中は無
　休。

入 館 料　大人 300円、小人 150円

賓日館

２
月
４
日
〜
３
月
10
日

遷
宮
記
念
第
９
回
お
ひ
な
さ
ま

め
ぐ
り
in
二
見

祝
日

◆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

と
き　

２
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
・

16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
３
月
３
日

㈰
・
９
日
㈯
・
10
日
㈰
、
午
後

１
時
〜
・
午
後
２
時
〜

◆
伊
勢
音
頭
の
披
露

と
き　

３
月
10
日
㈰
、
午
後
１

時
〜

◆
そ
の
他
、
子
ど
も
打
ち
掛
け

写
真
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
イ
ズ
、
お
ひ
な
さ
ま

俳
句
、
お
ひ
な
さ
ま
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど

御遷宮御用材の御残材を
使ったおひなさま

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
還
付
金

等
詐
欺
」
の
こ
と
を
言
い
、
平

成
24
年
中
に
、
伊
勢
警
察
署
管

内
で
は
５
件（
被
害
総
額
約
１

６
０
０
万
円
）
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
市
町
職
員
を
装
い
、

医
療
費
の
払
い
戻
し
な
ど
を
口

実
に
し
て
振
り
込
み
を
迫
る

「
還
付
金
等
詐
欺
」の
電
話
は
、

県
内
各
地
で
断
続
的
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融
商
品

取
引
に
関
す
る
詐
欺
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
詐
欺
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、

一
人
一
人
が
次
の
こ
と
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　

「
地
域
の
絆
」「
家
族
の
絆
」

で
、
振
り
込
め
詐
欺
を
撲
滅
し

ま
し
ょ
う
。

・・
家
族
な
ど
に
相
談
・
確
認
し
、

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

・・
安
易
な
も
う
け
話
は
絶
対
に

な
い
の
で
、
手
を
出
さ
な
い
！

・・「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た

ら
、
伊
勢
警
察
署
や
最
寄
り
の

交
番
・
駐
在
所
へ
相
談
す
る

18広報いせ ●平成25年2月１日号



わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
㉓

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
、
住
民
自
ら
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

地
域
自
治
の
仕
組
み
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
を

進
め
て
お
り
、
平
成
27
年
度
に

全
地
区
で
の
取
り
組
み
が
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
は
新
た
に
６

地
区
が
「
地
区
み
ら
い
会
議
」

を
設
立
し
、
全
24
小
学
校
区
の

う
ち
９
地
区（
10
小
学
校
区
）で

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
地
区
が
設
立
準
備

会
を
立
ち
上
げ
、
自
治
会
役
員

を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
や
地
域
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成

24
・
25
年
度
中
の
「
地
区
み
ら

い
会
議
」
発
足
に
向
け
、
活
発

に
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
よ
う
な
住
民
自

ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
取

り
組
み
が
市
内
各
地
で
進
ん
で

い
ま
す
。

　

佐
八
地
区（
平
成
24
年
11
月

１
日
設
立
）・
大
湊
地
区（
同
年

11
月
22
日
設
立
）・
四
郷
地
区

（
同
年
12
月
19
日
設
立
）で
は
、

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域

全
体
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　

各
地
区
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
を
生
か
し
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
、

子
や
孫
の
代
ま
で
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
「
ふ
る
さ
と
」

を
目
指
し
、住
民
自
ら
が
考
え
、

活
動
す
る
中
で
「
自
分
た
ち
流

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
も
、
全
24
小
学
校
区
で

の
「
地
区
み
ら
い
会
議
」
の
設

立
や
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐八地区まちづくりの会

大湊町未来づくり委員会

四郷地区まちづくり協議会

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　

平
成
24
年
中
、
伊
勢
警
察
署

管
内
で
は
15
件
の
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
、
15
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

特
に
、
昨
年
９
月
以
降
は
、

夜
間
に
お
け
る
二
輪
車
の
死
亡

事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
ま
し

た
。
二
輪
車
を
運
転
す
る
皆
さ

ん
は
、
二
輪
車
の
特
性
を
把
握

し
た
上
で
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
左
右

を
よ
く
確
認
し
、
車
の
通
行
に

十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
夜

間
は
夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け

て
、
自
分
の
存
在
を
早
く
車
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
夕
暮

れ
時
の
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
と
、
上
向
き
・
下
向
き

ラ
イ
ト
の
小
ま
め
な
切
り
替
え

で
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。電

動
車
い
す
の
安
全
利
用

　

電
動
車
い
す
は
、
道
路
交
通

法
で
は
「
歩
行
者
」
と
な
り
ま

す
。
操
作
方
法
や
乗
り
方
に
よ

っ
て
は
、
他
の
歩
行
者
に
危
険

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
一
方
で
、
操
作
を
誤
る

と
、
交
通
事
故
の
被
害
者
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

電
動
車
い
す
を
利
用
す
る
と

き
は
、
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

・・
操
作
に
慣
れ
る
ま
で
は
広
い

場
所
で
練
習
し
ま
し
ょ
う

・・
必
ず
歩
道
を
通
り
ま
し
ょ
う

・・
周
囲
に
気
配
り
し
ま
し
ょ
う

伊勢市内の交通事故発生状況

区分 平成24年 平成 23年 増減

総件数 5,538 件 5,445 件 ＋ 93件

人身事故 826件 867 件 － 41件

死者数 15人 10人 ＋ 5人

物損事故 4,712 件 4,578 件 ＋ 134 件
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

　

今
月
号
で
は
、「
ま
な
び
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
、
い
せ
ト
ピ

ア
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

紹
介
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
24
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
23
年
度
〕

　

約
18
万
２
千
人

陶と
う

和わ

会
（
い
せ
ト
ピ
ア
特
派
員　

青
木
栄
美
）

　

「
陶
和
会
」
は
陶
芸
の
サ
ー

ク
ル
で
、
月
３
回
、
い
せ
ト
ピ

ア
１
階
の
工
芸
室
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
活

動
時
間
は
午
後
６
時
〜
９
時
で
、

会
費
は
半
年
間
で
６
０
０
０

円
、
入
会
金
が
５
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は
橋
川

充
雄
さ
ん
、
代
表
者
は
岡
本
始

憲
さ
ん
で
、
現
在
の
会
員
数
は

男
女
合
わ
せ
て
30
人
で
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
花
器
や
皿

な
ど
の
食
器
の
制
作
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。研
修
活
動
と
し
て
、

窯
元
の
探
訪
を
し
た
り
、花
見
・

カ
ラ
オ
ケ
・
忘
年
会
な
ど
も
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

陶
和
会
は
、
い
せ
ト
ピ
ア
の

陶
芸
講
座
終
了
後
に
「
も
っ
と

陶
芸
を
し
た
い
」
と
い
う
要
望

が
あ
っ
て
立
ち
上
が
り
、
今
年

で
11
年
目
に
な
る
サ
ー
ク
ル

で
、
結
成
当
初
か
ら
活
動
し
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

陶
芸
の
楽
し
い
事
や
難
し
い

事
、
活
動
目
標
に
つ
い
て
、
数

人
の
会
員
に
取
材
し
ま
し
た
。

　

井
坂
益
水
さ
ん
は
、
サ
ー
ク

ル
結
成
当
初
か
ら
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
65
歳
の
時
に
初
め

て
陶
芸
の
粘
土
を
触
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
も
と
も
と
家

具
作
り
を
や
っ
て
い
て
手
先
が

器
用
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
抵

抗
な
く
始
め
る
こ
と
が
で
き
た

そ
う
で
す
。
サ
ー
ク
ル
の
魅
力

は
、
商
売
で
は
な
い
の
で
「
自

分
の
用
途
に
合
っ
た
物
作
り
を

楽
し
ん
で
や
れ
る
こ
と
」
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
反
面
、「
も
っ

と
良
い
物
を
作
ろ
う
と
す
る

と
、
本
当
に
切
り
が
な
い
。
で

も
、
そ
う
い
っ
た
難
し
さ
が
、

実
は
物
作
り
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
」
と
、
生
き
生

き
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ

情
報
調
査
室
（
☎
㉑
５
５
４
８
）

公
共
施
設
に
つ
い
て
②

　

伊
勢
市
の
人
口
は
、

昭
和
63
年
の
約
13
・
９

万
人
ま
で
増
え
続
け
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
減

少
に
転
じ
、
現
在
は
昭

和
45
年
当
時
と
同
規
模

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
年
齢
構
成
や

出
生
率
の
低
迷
な
ど
を

考
慮
す
る
と
、
今
後
、

人
口
は
急
速
に
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

 考
えよう！

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
が

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す

14

13

12

11
昭和35年 40年 45年 50年 55年 60年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年平成2年

人
口（
万
人
）

予想値

約13.9
万人

ピーク

約11.5万人

データ：国勢調査および将来人口推計結果から
（平成17年以前は合併前の旧市町村を合計）

人口の推移
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植
木
鉢
に
模
様
を
描
い
て
い

た
田
中
邦
子
さ
ん
は
、
絵
の
仕

事
を
し
て
い
て
模
様
を
描
く
事

が
好
き
で
、「
陶
芸
の
難
し
い

と
こ
ろ
は
、
絵
の
よ
う
に
出
来

上
が
り
を
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
。
自
分
の
思

っ
て
い
た
形
と
焼
き
上
が
り
の

形
が
違
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
１
年
目

の
出
口
昌
一
さ
ん
も
ま
た
、
田

中
さ
ん
と
同
様
、「
イ
メ
ー
ジ

と
完
成
し
た
作
品
が
違
う
の

が
、
陶
芸
の
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
れ
も
ま
た
面
白
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
出
口
さ

ん
は
、
い
つ
か
市
展
に
出
せ
る

作
品
を
作
る
こ
と
が
目
標
だ
そ

う
で
す
。

　

小
泉
濱
子
さ
ん
は
、
い
せ
ト

ピ
ア
で
行
わ
れ
た
陶
芸
の
展
示

会
を
見
て
入
会
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
陶
芸
を
す
る
こ
と
が
生

き
る
活
力
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

物
を
作
り
出
す
こ
と
の
喜
び

や
達
成
感
、
表
現
す
る
楽
し
さ

を
味
わ
う
に
は
も
っ
て
こ
い
の

陶
芸
。

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
行
わ
れ
る
陶

芸
サ
ー
ク
ル
合
同
展
示
会
は
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
２
月
２
日
・
３
日
に
開
催
さ

れ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
も
参
加
す
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
、

陶
芸
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
は
、
講
座
な

ど
を
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
さ
ら
な
る
学
習

へ
の
導
き
と
な
る
よ
う
、ま
た
、

学
習
成
果
を
自
己
評
価
し
て
学

習
の
励
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、「
い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の

パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
、
講

座
の
全
課
程
を
終
了
後
に
、
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
こ

れ
を
機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
講
座　

い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
講
座
、
公
開
講
座
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど

※
ス
タ
ン
プ
を
30
個
集
め
る

と
、修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
い
せ
ト
ピ

ア
の
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

人口ピラミッドの比較
現在（2010年）
 約13万3千人

将来（2030年）
 約11万5千人（歳）

80～

75～79

70～74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44

35～39

30～34

25～29

20～24

15～19

10～14

5～9

0～4

10,000 10,000 15,0005,000 5,0000
人口（人）

データ：将来人口推計結果から

高齢者人口（65歳以上）
約3万4千人
（26％）

約3万8千人
（33％）

生産年齢人口（15歳～64歳）
約8万1千人
（61％）

約6万6千人
（57％）

年少人口（14歳以下）
約1万7千人
（13％）

約1約1万1千人千人
（10％10％）
約1万1千人
（10％）

　

将
来
人
口
を
世
代
別
に
見
る

と
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、

生
産
年
齢
人
口
と
年
少
人
口
が

大
き
く
減
少
し
ま
す
。

　

お
金
を
生
み
出
す
世
代
で
あ

る
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

と
、
経
済
全
体
の
規
模
が
縮
小

し
、
市
の
税
収
も
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
・
超
高
齢

社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要

な
費
用
が
増
え
る
こ
と
が
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
公
共
施
設
の

多
く
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
建
て
ら
れ
、
間
も
な
く

建
て
替
え
時
期
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
ま
ま
維
持
・
更
新

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
大
変
多
く

の
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に

合
っ
た
公
共
施
設
の
在
り
方

や
、
限
ら
れ
た
費
用
で
施
設
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
差
し
掛
か

っ
て
い
る
の
で
す
。
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「
男
女
が
い
き
い
き
と
働
い

て
い
る
企
業
」
と
し
て
、
今
年

度
、
三
重
県
か
ら
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
会
社
が
伊
勢
市
に
あ
り

ま
す
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
で
す
。

　

受
賞
の
理
由
は
、「
働
き
や

す
さ
」
の
た
め
の
工
夫
を
凝
ら

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
設

け
、活
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、現
場
の
意
見
か
ら
、

市民交流課（☎㉑5513）

めざそや！共同参画

　女性も男性も共に、個性や能力を生かして、あらゆる方面で生き生きと
活躍できる社会、それが男女共同参画社会です。私たちの生活の中の男女
共同参画について、一緒に考えていきましょう。

⑫

　

伊
勢
市
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査（
平
成

24
年
度
）
で
、
い
く
つ
か
の
分

野
に
お
け
る
男
女
の
平
等
感
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
職
場

に
お
い
て
、「
男
性
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
」

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
人
は
、
全
体
の
約
何
割
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
約
１
割

Ｂ
．
約
４
割

Ｃ
．
約
７
割

め
ざ
そ
や
！
三
択
ク
イ
ズ

　

正
解
は
、
Ｂ
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
市
内
中
学
校

の
女
性
管
理
職
は
、
24
人
中
１

人
で
、
約
４
％
で
す
。

　

違
う
見
方
を
す
る
と
、
小
・

中
学
校
で
は
、
男
性
教
諭
の
約

４
人
に
１
人
が
管
理
職
で
あ

り
、
そ
れ
に
比
べ
、
女
性
は
、

約
25
人
に
１
人
が
管
理
職
で
す
。

　

学
校
は
、
男
女
平
等
の
教
育

の
下
、
性
別
役
割
分
担
意
識
の

影
響
を
受
け
ず
に
、
自
ら
の
意

思
で
決
定
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
る
場
で
す
。
し
か
し
、

職
場
と
し
て
見
る
と
、
男
女
共

同
参
画
が
進
ん
で
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

企
業
と
同
様
に
教
育
の
場
で

も
、
女
性
が
管
理
職
に
な
る
に

は
、
ま
だ
ま

だ
、
社
会
や

家
庭
、
教
員

同
士
の
意
識

が
変
わ
る
必

要
が
あ
る
よ

う
で
す
。

男
女
共
同
参
画
で

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

応
募
方
法　

２
月
28
日
㈭
ま
で

に
、
①
ク
イ
ズ
の
解
答
、
②
住

所
・
氏
名
、
③
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
意
見･

感
想
を
記
入

し
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
民
交
流
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX

㉑
５
６
４
２
、
ア
ド
レ
スkour

yu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
解
答
は
、「
広
報
い
せ
」
５
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
正
解

者（
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
）の
中
か
ら
、
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

育
児
休
業
の
最
長
期
間
を
法
定

よ
り
長
く
、
１
年
６
カ
月
ま
た

は
４
月
末
日
ま
で
の
ど
ち
ら
か

長
い
方
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
の

難
し
さ
を
軽
減
で
き
ま
し
た
。

 

11
月
１
日
号
の
答
え
と
解
説

　

こ
の
会
社
で
は
、
男
女
を
問

わ
ず
意
識
改
革
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
研
修
を
行
い
、
女
性
の
積

極
的
な
発
言
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
短
縮
勤
務
や
育

児
休
業
な
ど
の
制
度
を
広
く
周

知
し
、活
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
職
場
内
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、
お

互
い
に
育
児
や
介
護
の
大
変
さ

が
理
解
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
制
度
が
利
用
し
や
す
く
、

男
女
と
も
、
離
職
率
の
低
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、「
株
式
会
社

イ
ム
テ
ス
」「
有
限
会
社
く
ろ

べ
」
が
す
で
に
受
賞
し
て
い
ま

す
。

市立小・中学校の管理職数
小学校 中学校

男　性 38人 23人

女　性 10人  1 人

( 平成 24年度 )

パ
ー
ト
と
し
て
入
社
し
、
現
在
は〝
課

長
〞と
い
う
女
性
も
…

生
き
た
制
度
に
！

プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
る
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時とき  所ところ  対対象  内内容  定定員  料料金  申申し込み

伊勢図書館
 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
時２月28日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時２月10日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「白雪姫」（アニメ、日本語吹き替え、81分）

 E
エ ネ ミ ー

nemy o
オブ

f B
ブ ッ ク

ook － 本の敵 －
時２月９日㈯～19日㈫
所２階・展示ホール
内現在と未来の読者のために、本の寿命について
考えるとともに、汚損本・破損本を展示します

 施設抽選会（４～６月分）
時２月１日㈮、午前10時～（受け付けは午前９時50
分～）

所２階・視聴覚室

小俣図書館
 おはなし会
・・たんぽぽおはなし会　２月９日㈯、午後３時～
・・赤ちゃんおはなし会　２月14日㈭、午前11時～
・・ピッポの会・紙芝居　２月17日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 上映会
時２月16日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内「海上保安官が見た巨大津波と東日本大震災復
興支援」（118分）

 図書館おはなし会＆工作
時２月23日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内おはなしを読んだ後、おひなさまを作る工作をし
ます

 マナーアップ月間
 汚損本・破損本と図書館利用のマナーについての展示
時２月９日㈯～18日㈪
内汚損本・破損本の展示と、図書館に住んでいるキ
ャラクターの「としょ子ちゃん」がある日の出来
事を例に、図書館利用のマナーを紹介する展示を
します

開館時間  午前 9時～午後 7時

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日

指定管理委託料  1億 2,060万円（平成24年度）　入館者数  49万 4,984人（平成23年度）

小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日

図書館
行こう！
へ

広
告
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伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの進行

により担当職員の解説を交えながらお伝えします。

2/1 ～ 28　伊勢市地球温暖化防止実行計画ができました　
　　　　　　（16日からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
　　　　　9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成24年度〕　2,393 万 5千円

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・ ・月曜日 ･水曜日・金曜日の午前 7時に更新し、奇数時間
　の 0分から放送します。
※毎週日曜日は 1週間のニュースをまとめてお伝えします。

企画番組（内容が更新される週を掲載しています）
2/2 ～ 8　年寄万歳～百歳になったら～、プレゼントく
ださい！、宮川インフォメーション、横井三千のお店に
Go ！、Z－ NAVIGATION　2/9 ～ 15　ぐるぐるグルメ、
放課後クラブ、ナナちゃんのお店紹介、この店行っとこっ！
2/16 ～ 22　８ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂、もっ
と！水の惑星紀行、桂三弥と愉快な仲間のメッチャあそび
より　2/23～3/1　美し国の時間、日本の暮らしのぞき箱、
歴史街道、近場ぐるっと FOODハンター

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティア団体

の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ
番組案内

放送時間　午前6時～翌日午前2時

特別番組「ひよこくらぶスペシャル～一年生になっ
　　　　　たら～」（60分番組）
放送期間　２月４日㈪～３月24日㈰
放送時間　午前9時 30分・午後1時 30分・5時 30分・9
　　　　　時30分～

家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
◆ かじきのチーズ焼き ◆ 材料（２人分）

１
２

３

作り方
かじきは一口大に切り、塩・こしょうを振る。
ホウレンソウはゆでて、水気を切り、1～2cmの長さに切る。ト
マトは1cm角に切る。
耐熱皿に2を入れ、その上に１をのせてオリーブ油をかけ、チー
ズを散らして200℃のオーブンで7～8分焼く。

　寒い季節は、血管が収縮して血圧が上がりやすいと言われています。血圧と

関係しているものとしてよく知られているのは、塩分との関係です。生きてい

く上で適度な塩分は必要ですが、とり過ぎは血圧を上げる原因となります。

また、濃い味のおかずは食欲を増してご飯の食べ過ぎにつながり、知らず知ら

ずのうちに体重が増加しかねません。素材の味を生かした薄味に慣れることで、

高血圧と肥満を予防しましょう。

一口メモ 今回のレシピのテーマ「塩分控えめで素材の味を楽しもう」

1人分の栄養価 233kcal/たんぱく質19.7g/脂質14.5g/塩分1.1g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」を掲載しています。
市のホームページ「くらしのガイド」―「健康」―「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎㉗ 2435）

･･････････････････ 150g
･････････････････ 小さじ1/8

･････････････････ 少々

 かじき
 塩
 こしょう

･････････････80g
･･････････････････ 1/2個

･･･････････ 小さじ2
････40g

 ホウレンソウ
 トマト
 オリーブ油
 チーズ（溶けるタイプ）

▲

1日の塩分量の目標 ▲

男性9ｇ未満、女性7.5ｇ未満
（高血圧が心配な人は6ｇ未満）

チー
ズの
うま
みを

利用
して
塩分
を

控え
まし
た！

市議会放送
　市議会３月定例会本会議および予算特別委員会（設置さ

れた場合）を、会議があった日の翌日の午後２時と７時か

ら放送します。
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伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて
相談員さん！！

シリーズ消費生活

　遺伝子組み換え食品について、８種類の農産物

とそれらを原材料とした加工食品を対象に、その表

示が義務付けられています。対象となる農産物は、

ジャガイモ・大豆・テンサイ・菜種・綿・アルファル

ファ・パパイア、あと一つは何でしょう。

①ニンジン　　　　②タマネギ
③トウモロコシ　　④シイタケ

　住宅を賃借する際の注意事項について、間違っ

ているものを一つ選んでください。

①入居前には、日付入りの写真を撮っておく
②契約書は、コピーを取り寄せ、契約日までに丁
　寧に読む
③契約前に、必ず現地へ行き、徒歩で周辺の環境
　などについても確認する
④重要事項の説明は、仲介業者（宅地建物取引業
　者）の社員であれば誰から受けてもよい

　　　　例えば「害虫に強い」という特徴を持つ

ある生物の遺伝子を、その性質を持たせたい生物

に組み入れることを遺伝子組み換え技術といい、

これにより作られた食品を遺伝子組み換え食品と

いいます。

　その安全性については、国際ルールや国内の法

律に基づき厳しく審査が行われており、対象とな

っている農産物と加工食品については、「農林物

資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律」

（JAS法）や「食品衛生法」で、「遺伝子組み換え」
や「遺伝子組み換えでない」などと表示すること

が義務付けられています。購入の際の参考にして

ください。

　　　　①住宅の賃貸借契約では、退去時の原状

回復についてのトラブルが目立ちます。新築住宅

に入居した場合でない限り、入居当時の状況がは

っきりしないことが多く、借り主が「入居当時に

すでにあった傷である」と主張しても、証拠が無

いとトラブルになってしまいます。

　②賃貸借契約の契約書には、たくさんの記載事

項があり、特約などが書かれている場合も多く、

注意が必要です。コピーを取り寄せ、あらかじめ

契約内容を確認し、不明な点を解消して納得の上

で契約しましょう。

　③入居後のトラブル防止のために、物件周辺の

チェックもしっかりとしておきましょう。

　④宅地建物取引業者は、契約するまでに、取引

主任者から借り主に対して、重要事項が記載され

た書面を渡し、説明をしなければならないことに

なっています。

Ｑ１の正解は③

Ｑ２の正解は④

解説

解説

クイズの答え

クイズ

Ｑ２．契約関係

Ｑ１．食品関係

伊勢市消費生活センター予算額〔平成24年度〕　797万7千円（うち県補助金556万8千円）

遺品整理遺品整理
広
告
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
24
年
度
分
で
す
。

離
乳
食
教
室

と
き　

３
月
１
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

予
算
額　
約
34
万
２
千
円（
16
回
分
）

乳
が
ん
集
団
検
診
の
再
募
集

　

左
表
の
と
お
り
、
定
員
に
満

た
な
か
っ
た
日
程
の
再
募
集
を

行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
い
せ
」
12
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳がん集団検診の再募集

検診日 検診場所
募集数（先着順）

午前 午後

 2 月  4 日㈪ 中央保健センター 15人 －

 2 月 25日㈪ 中央保健センター 25人 －

 3 月  1 日㈮ 二見老人福祉センター 14人 －

 3 月  4 日㈪ 中央保健センター 25人 15人

午前…午前10時～11時、午後…午後1時～2時30分

　

懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、

楽
器
を
使
っ
た
り
し
て
、
み
ん

な
で
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
刺
激

し
て
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

と
き　

３
月
１
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

※
受
講
経
験
の
な
い
人
を
優
先

し
ま
す
。

介
護
予
防
講
演
会

音
楽
療
法
を
楽
し
も
う

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講

話
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音

楽
療
法（
講
師

：

伊
沢
径
世
さ

ん
、
尾
崎
尚
美
さ
ん〔
い
ず
れ

も
音
楽
療
法
士
〕
）

定
員　

１
０
０
人
程
度（
先
着

順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　
約
13
万
１
千
円（
３
回
分
）

口
腔
訓
練
教
室

　

お
口
の
健
康
を
保
ち
、
肺
炎

や
え
ん
下
障
害
を
予
防
し
、
元

気
な
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

と
き　

３
月
７
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、

口
の
渇
き
、
お
茶
や
汁
物
で
む

せ
る
、
飲
み
込
み
に
く
い
な
ど

の
症
状
が
気
に
な
る
人

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と

お
口
の
健
康
の
話（
講
師

：

岡

村
芳
輝
さ
ん〔
伊
勢
地
区
歯
科

医
師
会
会
員
〕
）、
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
口
腔
体
操
な
ど

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

口
腔
機
能
・
低
栄
養
改
善
事
業
費

47
万
５
千
円
（
う
ち
国
・
県
な
ど

交
付
金
31
万
６
千
円
）

※
口
腔
訓
練
教
室
分
は
34
万
５
千

円
（
50
回
分
）。
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と
き　

①
２
月
16
日
㈯
・
②
22

日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に（
保
健
師
の
お

話
、
沐も

く

浴よ
く

実
習
、
妊
婦
模
擬
体

験
）、
②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子

育
て
に
つ
い
て（
保
健
師
の
お

話
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　

14
万
２
千
円
（
８
回
分
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

メ
タ
ボ
を
予
防
す
る

料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

２月 12日㈫ 小俣保健センター 35人

２月 16日㈯ 福祉健康センター 30人

２月 19日㈫ 今一色公民館 20人

２月 22日㈮ ハートプラザみその 30人

２月 28日㈭ 福祉健康センター 30人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

主な相談など
とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

２月  ５日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
２月  ６日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 ２月 14 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

２月  ８日㈮
10:00 ～ 11:30 宮本地区コミュニティセンター ２月 21 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 沼木地区コミュニティセンター ２月 27 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

２月 12 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
③エイズ検査

13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

２月 19 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

２月 22 日㈮
10:00 ～ 11:30 神社地区コミュニティセンター

２月 28 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00 大湊地区コミュニティセンター

２月 26 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
※２月８日㈮の宮本地区コミュニティセンター、２月22日㈮
　の大湊地区コミュニティセンターでの子育て相談は、きら
　ら館保育士との合同開催です。13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）
予算額　子育て相談（102回分）178万 8千円、成人健康相談（48回分）102万 9千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

診療時間 診療科目 ■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 885 万 2千円（うち他町分担金・診療所収入 9,541 万円）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

受
験
資
格　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

・・
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
の
免

許
を
有
す
る
人

・・
伊
勢
総
合
病
院
に
通
勤
可
能

で
、
夜
間
勤
務
が
で
き
る
人

・・
地
方
公
務
員
法
第
16
条（
欠

格
条
項
）に
該
当
し
な
い
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
は
、

永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の

在
留
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

※
募
集
要
項
・
申
請
書
は
同
室

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
病
院

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室

（
☎
63
９
０
５
３
）

伊
勢
総
合
病
院

看
護
師
を
随
時
募
集

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://hospi

tal.ise.m
ie.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
夜
間
保
育
も
可
能
な
院
内
保

育
所
が
あ
り
ま
す
。

※
准
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
嘱

託
職
員
と
し
て
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
室
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
、
小
型

自
動
車
、
普
通
自
動
車（
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

募
集
台
数　

50
台（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

26
年
３
月
31
日（
24
時
間
利
用

可
能
）

利
用
料
金　

月
額
８
２
４
０
円

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
15

日
㈮
に
、
次
の
提
出
書
類
を
直

接
同
課
へ

提
出
書
類　

車
検
証
の
写
し
、

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
住

所
が
確
認
で
き
る
物
、
勤
務
先

の
在
職
証
明
書（
市
外
在
住
の

人
の
み
）

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

市
営
吹
上
駐
車
場

利
用
者
を
募
集

■
伊
勢
市
駅
北
口（
近
鉄
側
）ま
で
徒
歩
約
６
分

■
伊
勢
市
駅
南
口（
Ｊ
Ｒ
側
）ま
で
徒
歩
約
９
分

■
宇
治
山
田
駅
ま
で
徒
歩
約
７
分

宇治山田駅へ

募
集
種
目　

自
衛
隊
幹
部
候
補

生（
一
般
、
技
術
）

資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日　

５
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈮
〜
４

月
26
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
同
本
部
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
５
９
・
２
５
５
・
８
６
８
１
）

自
衛
官
を
募
集

駐
車
場
使
用
料
収
入〔
平
成
23

年
度
〕　

約
３
３
１
万
円

広
告

吹
上
駐
車
場
位
置
図
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資
格　

４
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年

３
月
31
日（
２
年
間
）

活
動
内
容　

観
光
文
化
会
館
の

管
理
・
運
営
に
関
す
る
事
項
を

審
議
し
ま
す

募
集
人
数　

３
人

応
募
方
法　

２
月
28
日
㈭
・
午

後
５
時（
当
日
消
印
有
効
）ま
で

に
、
申
込
書
を
同
課
へ

※
申
込
書
は
、
同
課
お
よ
び
教

育
委
員
会
窓
口（
市
役
所
東
庁

舎
・
２
階
）に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選

考 文
化
振
興
課（
☎
22
７
８
８
４
）

観
光
文
化
会
館

管
理
運
営
委
員
会

委
員
を
募
集

催
し
物

と
き　

６
月
２
日
㈰
、
午
前
９

時
15
分
〜（
開
場
は
午
前
８
時

45
分
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

出
演
者　

市
民
１
０
０
人

入
場
料　

無
料

出
場
者
を
募
集
!!

募
集
人
数

・・
審
査
の
部（
一
般
）50
人

・・
審
査
の
部（
シ
ル
バ
ー〔
70
歳

以
上
〕
）30
人

・・
発
表
の
部　

20
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順
で
す
。

参
加
費　

審
査
の
部
８
０
０
０

円
、
発
表
の
部
６
０
０
０
円

申
し
込
み　

２
月
５
日
㈫
〜
３

月
31
日
㈰
に
、
申
込
書
と
参
加

観
光
文
化
会
館（
☎
28
５
１
０
５
）

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

輝
け
!!
第
３
回
伊
勢
市
長
杯

カ
ラ
オ
ケ
大
会
２
０
１
３

と
き　

２
月
19
日
㈫
、
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
・

２
階
研
修
室

対
象　

女
性

内
容　

ど
の
よ
う
な
資
格
を
取

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
１
３
）

三
重
県
男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
２
２
２
５
）

女
性
の
た
め
の
資
格
の

取
り
方
、
活
か
し
方

〜
実
践
的
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
〜

る
べ
き
か
、
取
っ
た
資
格
を
ど

う
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
な
ど
、
資
格

の
重
要
性
や
生
か
し
方
に
つ
い

て
の
講
座

講
師　

菅
田
芳
恵
さ
ん（
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
設
計
塾
主
宰
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
４
日
㈪
か

ら
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

託
児
希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の

名
前
・
年
齢
を
、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
交
流

課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、
ア
ド
レ

スkouryu@
city.ise.m

ie.jp

）
ま

た
は
三
重
県
男
女
共
同
参
画
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
課（
FAX
０
５
９
・
２
２

４
・
３
０
６
９
、
ア
ド
レ
ス

iris@
pref.m

ie.jp

）へ

※
託
児
は
無
料
で
す
。（
２
月

12
日
㈫
ま
で
に
申
し
込
み
が
必

要
）

費
を
同
館
事
務
所
へ

※
申
込
書
は
、
同
館
事
務
所
で

配
布
し
ま
す
。

※
審
査
の
部
で
は
、
グ
ラ
ン
プ

リ
賞
・
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・

特
別
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

広
告
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日
本
で
は
、
毎
年
推
計
２
万

人
以
上
が
「
す
い
臓
が
ん
」
と

診
断
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
余
命

約
３
〜
６
カ
月
と
宣
告
さ
れ
ま

す
。

　

近
年
、医
療
技
術
が
進
歩
し
、

治
療
に
改
善
が
み
ら
れ
ま
す
が
、

主
要
な
が
ん
の
中
で
最
も
生
存

率
の
向
上
が
望
ま
れ
て
い
る
の

が
「
す
い
臓
が
ん
」
で
す
。

　

「
す
い
臓
が
ん
」
の
早
期
発

見･

早
期
治
療
の
重
要
性
を
普

及
啓
発
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

㈳
伊
勢
地
区
医
師
会

（
☎
28
２
４
７
６
）

す
い
臓
が
ん
啓
発

市
民
公
開
講
座

と
き　

２
月
24
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
４
時（
開
場
は
午
後
０
時

30
分
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

・・
講
演
「
診
断
の
最
前
線
」
川

口
真
矢
さ
ん（
伊
勢
赤
十
字
病

院
消
化
器
内
科
副
部
長
）

・・
講
演「
外
科
療
法
の
最
前
線
」

伊
佐
地
秀
司
さ
ん（
三
重
大
学

肝か
ん

胆た
ん

膵す
い

・
移
植
外
科
教
授
）

・・
講
演「
化
学
療
法
の
最
前
線
」

谷
口
正
益
さ
ん（
伊
勢
赤
十
字

病
院
腫
瘍
内
科
部
長
）

・・
講
演
「
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
」
井
戸
政
佳
さ
ん（
い
ど
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

・・
患
者
・
家
族
の
体
験
談

・・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・・
お
薬
相
談
、
栄
養
相
談

定
員　

３
５
０
人

と
き　

２
月
15
日
㈮
、
午
後
１

時
〜

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

社
会
福
祉
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
個
人
・
団
体
の
顕
彰
、

福
祉
講
演
会「
笑
い
と
健
康
♪
」

矢
野
宗
宏
さ
ん（
ユ
ー
モ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

生
活
支
援
課（
☎
21
５
５
５
７
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

事
業
費　

40
万
円（
う
ち
市
負

担
分
20
万
円
）

　

市
と
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
宮
川
下

流
域
の
古
墳
時
代
の
土
器
・
埴は

に

輪わ

・
玉
類
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

２
月
９
日
㈯
〜
24
日
㈰

（
火
曜
日
を
除
く
）、
午
前
９
時

〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

小
俣
図
書
館
・
２
階

展
示
コ
ー
ナ
ー

文
化
振
興
課（
☎
22
７
８
８
４
）

企
画
展
示

宮
川
下
流
域
の
古
墳
時
代

展
示
物　

高
倉
山
古
墳
・
落
合

古
墳
群
・
南
山
古
墳
の
土は

師じ

器き

・
須す

恵え

器き

・
玉
類
な
ど

展
示
説
明
会

と
き　

２
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
、

午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

小
俣
図
書
館
・
２
階

展
示
コ
ー
ナ
ー

定
員　

40
人
程
度

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
に

不
安
の
あ
る
人
の
権
利
や
財
産

を
守
る
た
め
の
制
度
「
成
年
後

見
制
度
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

２
月
22
日
㈮
、
午
後
２

時
〜（
受
け
付
け
は
午
後
１
時

30
分
〜
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
成
年
後
見
制
度

の
説
明
に
つ
い
て
」（
講
師

：

津

地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
職
員
）

長
寿
課（
☎
21
５
５
５
９
）

成
年
後
見
制
度
講
演
会

　

伊
勢
市
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

３
月
16
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

式
年
遷
宮
記
念
せ
ん

ぐ
う
館
、
お
伊
勢
ま
い
り
資
料

館
、
伊
藤
小

し
ょ
う

坡は

美
術
館

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
の
で
、
午
前
９
時
ま
で
に
市

役
所
裏
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

各
館
の
担
当
者
に
よ
る

展
示
説
明

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
18
日
㈪
〜
３

教
育
総
務
課
内
・
伊
勢
市
ま
ち
づ

く
り
市
民
会
議
第
２
分
科
会（
人

権
・
教
育
・
文
化
）事
務
局

（
☎
22
７
８
７
６
）

伊
勢
再
発
見
！

博
物
館
へ
行
こ
う
!!
⑤

月
８
日
㈮
に
、
電
話
で
文
化
振

興
課（
☎
㉒
７
８
８
５
）へ

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕 

５
万
円
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日
常
生
活
の
中
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も
の
心

を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
に
つ

い
て
気
楽
に
体
験
し
ま
す
。

と
き　

２
月
16
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４

階
４

－

３
会
議
室

内
容　

行
動
と
体
験
で
学
ぶ
子

ど
も
へ
の
接
し
方

講
師　

幸
田
英
二
さ
ん（
人
権

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
会
代
表
）

教
育
総
務
課
内
・
伊
勢
市
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
第
２
分
科
会（
人
権
・

教
育
・
文
化
）事
務
局（
☎
22
７
８

７
６
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
パ
パ
、
マ
マ
、

子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、

そ
の
後
の
生
活
や
町
の
立
て
直

し
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

岩
手
県
山
田
町
の
人
々
が
、
よ

う
や
く
そ
の
時
を
振
り
返
り
、

明
日
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

復
興
活
動
の
傍
ら
、
自
ら
の

体
験
を
「
震
災
語
り
部
」
と
し

て
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

２
月
10
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
４
３
８
５
）

講
演
・
座
談
会

い
ま
語
る
、

被
災
、
耐
災
の
日
々

そ
の
と
き
私
は
！

い
ま
私
た
ち
は
！

〜
岩
手
県
山
田
町
か
ら
の

語
り
部
た
ち
〜

　

い
よ
い
よ
今
年
の
秋
、
神
宮

式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

同
会
議
所
で
は
、
皆
さ
ん
に

式
年
遷
宮
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
遷
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
全
４
回
開
催
し
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
今
回
は
「
ご
用

材
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈰
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

５
階
大
ホ
ー
ル

講
師　

村
瀬
昌
之
さ
ん（
神
宮

司
庁
営
林
部
事
業
課
長
）

定
員　

１
２
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

代
表
者
の
氏
名
・

電
話
番
号（
で
き
れ
ば
携
帯
電

話
）、
参
加
人
数
を
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
会
議
所

（
〒
516

－

0037
岩
渕
１
丁
目
７

－

17
、
FAX
㉓
１
１
５
１
）へ

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
25
５
１
５
３
）

遷
宮
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

２
月
23
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ

て
、
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み　

２
月
12
日
㈫
か
ら
、

同
プ
ラ
ザ
へ

※
１
家
族
１
人
に
限
り
ま
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

お
知
ら
せ

　

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
が
、

外
出
先
で
電
話
連
絡
な
ど
を
す

る
際
に
、
用
件
や
連
絡
先
な
ど

を
書
い
て
近
く
の
人
に
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
の
「
電
話
お

願
い
手
帳
」
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
三
重
支
店
よ
り
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福

祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５
５
５
８
、

FAX
21
５
５
５
５
）

電
話
お
願
い
手
帳
を
配
布

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈮
〜
８

日
㈮
に
、
電
話
で
同
事
務
局
へ

内
容　

山
田
町
の
語
り
部
に
よ

る
お
話
、
交
流
座
談
会
、
特
産

品
販
売
会
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障
が
い
の
あ
る
人
が
自
宅
で

介
護
・
養
育
を
受
け
て
い
る
場

合
、
次
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
さ
れ
れ
ば
、
申
請
を
し

た
翌
月
分
か
ら
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

対
象　

日
常
生
活
で
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
寝
た
き
り
な
ど
長
期
の
安
静

が
必
要
な
状
態
で
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
手
・
腕
が

動
か
せ
な
い
、目
が
見
え
な
い
、

耳
が
聞
こ
え
な
い
な
ど
の
障
が

障
が
い
福
祉
課（
☎
21
５
５
５
８
、

FAX
21
５
５
５
５
）

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

い
が
重
複
し
て
い
る
、
ま
た
は

そ
れ
と
同
程
度
）
に
あ
る
20
歳

以
上
の
人

支
給
額　

月
額
２
万
６
２
６
０

円※
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
て

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

４
６

４
６
万
４
千
円（
う
ち
国
補
助

金
３
４
８
４
万
８
千
円
）

障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

日
常
生
活
で
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態（
重
度
の

精
神
障
が
い
者
、
知
能
指
数
20

以
下
の
知
的
障
が
い
者
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
と
２
級
の
一

部
に
該
当
す
る
程
度
）
に
あ
る

20
歳
未
満
の
人

支
給
額　

月
額
１
万
４
２
８
０

円予
算
額〔
平
成
24
年
度
〕　

１
０

６
６
万
２
千
円（
う
ち
国
補
助

金
７
９
９
万
７
千
円
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

重
度
の
精
神
障
が
い
者
・

知
的
障
が
い
者（
療
育
手
帳
Ａ

１
〜
Ｂ
１
の
程
度
）、
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
と

４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度

の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
人

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

支
給
額　

１
級
…
月
額
５
万
４

０
０
円
、
２
級
…
月
額
３
万
３

５
７
０
円

※
療
育
手
帳
Ｂ
２
の
程
度
で
あ

っ
て
も
、
自
閉
症
や
広
汎
性
発

達
障
が
い
な
ど
を
罹り

患か
ん

し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
認
定
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
た
め
市
の

予
算
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
に
課
税
さ
れ
る

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
で
登
録
し
て
い
る
人
に
、
年

額
で
掛
か
り
ま
す
。（
月
割
り

は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
１
）

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・

小
型
特
殊
自
動
車
の

変
更
手
続
き

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
所
有

し
て
い
な
い
の
に
税
金
が
掛
か

る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続

き
先
が
異
な
り
ま
す
。（
下
表

参
照
）

・・
廃
車
…
廃
棄
処
分
が
済
ん
で

い
る
、
盗
難
に
遭
っ
て
所
有
し

て
い
な
い

・・
名
義
変
更
…
バ
イ
ク
・
軽
自

動
車
な
ど
を
他
人
に
譲
っ
た
、

ま
た
は
譲
っ
て
も
ら
っ
た

・・
住
所
変
更
…
市
外
か
ら
転

入
、
ま
た
は
伊
勢
市
か
ら
転
出

し
た

※
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
）
な
ど
を

買
い
替
え
た
場
合
も
、
登
録
の

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

バイク・軽四輪・小型特殊自動車の手続き先
車種 手続き先

・125cc までのバイク
・・ミニカー
・・小型特殊自動車
　（トラクター・フォークリフトなど）

・・課税課軽自動車税担当（☎㉑ 5531）
・・二見総合支所生活福祉課（☎42 1112）
・・小俣総合支所生活福祉課（☎㉒ 7861）
・・御薗総合支所生活福祉課（☎㉒ 0241）
・・各支所

・126cc ～ 250cc のバイク 三重県軽自動車協会（☎ 059・234・8611）

・・三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会三重事務所（☎ 059・234・8431）

・251cc 以上のバイク 三重運輸支局（☎ 050・5540・2055）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ

イ
ク
を
購
入
し
た
場
合
、
原
付

バ
イ
ク
が
届
い
て
も
、
販
売
証

明
書
な
ど
の
書
類
が
届
か
ず
に

登
録
が
で
き
な
い
場
合
や
、
登

録
し
て
も
原
付
バ
イ
ク
が
動
か

ず
、
す
ぐ
に
廃
車
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ

イ
ク
を
購
入
す
る
と
き
は
、
慎

重
に
検
討
し
、
信
頼
で
き
る
人

か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
付
バ
イ
ク
を
譲
る
場
合
は
、

廃
車
手
続
き
を
し
て
か
ら
譲
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
廃
車

手
続
き
を
せ
ず
に
譲
っ
た
場
合
、

譲
り
受
け
た
人
が
名
義
変
更
手

続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま

で
も
前
の
所
有
者
に
軽
自
動
車

税
が
掛
か
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
１
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

原
付
バ
イ
ク
を
購
入

す
る
と
き
は
ご
注
意
を

　

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
は
、

保
険
料
の
算
定
に
必
要
な
前
年

中
の
収
入
を
申
告
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

１
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転

入
し
た
人
や
、
平
成
24
年
中
に

収
入
が
な
か
っ
た
人
も
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
に
は
２
月
中
旬
に
申

告
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
３

月
15
日
㈮
ま
で
に
、
申
告
書
を

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

申
告
書
は
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
５
５
１
）

国
民
健
康
保
険
料

申
告
書
の
提
出
を

　

土
地
開
発
公
社
が
保
有
す
る

土
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

土
地
開
発
公
社（
☎
21
５
６
３
９
）

用
地
課（
☎
21
５
５
６
２
）

公
社
保
有
地
を
売
却

入
札
参
加
条
件　

一
定
の
参
加

資
格
を
満
た
す
個
人
・
法
人（
入

札
保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　

２
月
25
日
㈪
〜
３

月
１
日
㈮
に
、
申
込
書
・
添
付

書
類
を
直
接
同
課
へ

入
札
日　

３
月
６
日
㈬

※
入
札
が
不
調
と
な
っ
た
場
合

は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先
着

順
で
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

公社保有地の売却

所在地 旭町字桃ノ木 293番

面積
2,325.38㎡
（約 703.4 坪）

地目 山林（現況：原野）

最低
売却価格

9,767,000 円

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い

人
権
の
考
え
方
を
広
め
、
自
由

人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視

し
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
の
相

談
相
手
に
な
り
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
分
か
ら
な
く
て
困
っ

た
り
し
た
場
合
は
、
気
軽
に
人

権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に

２
人
の
人
権
擁
護
委
員（
山
口

早
苗
さ
ん〔
中
之
町
〕、
竹
内
千

惠
子
さ
ん〔
船
江
４
丁
目
〕
）が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
12

年
に
わ
た
っ
て
委
員
を
務
め
ら

れ
た
河
野
英
子
さ
ん
が
、
12
月

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局
内
・
伊
勢

人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
☎
28
６
４

６
４
）

人
権
政
策
課（
☎
21
５
５
４
６
）

あ
な
た
の
ま
ち
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

伊
勢
市
で
は
現
在
、
15
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
２
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

と
き　

２
月
23
日
㈯
〜
３
月
８

日
㈮
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４

階
選
挙
管
理
委
員
会
室（
土
曜

日
・
日
曜
日
は
守
衛
室
）

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
21
５
６
３
５
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

時 2月16日㈯、13:00～16:00　所三重県身体障害
者総合福祉センター・1階（津市一身田大古曽
670-2）　対障がい児の保護者や学校の先生など
内手・足・耳に生まれつき障がいがある子ども

たちの育て方の講演会（講師：木田盈四郎さん〔帝

京短期大学名誉教授〕）、手術などの医療相談会

（相談員：堀井恵美子さん〔名古屋第一赤十字病

院第二整形外科部長〕）

先天性四肢障害児父母の会三重支部
倉井さん（☎24-1296）

先天性四肢障害児父母の会
講演会と医療相談会

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

時 2月14日㈭、13:30～16:00　所市役所本館・2
階2-1会議室　内遺産分割協議書・遺言書文案・
離婚協議書・内容証明郵便・契約書・建設業許可・

農地転用許可・車庫証明などの作成相談　定 10
人（事前予約5人、当日受け付け5人〔いずれも先
着順〕）

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-1159-0277）

行政書士による無料相談会

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

４月１日号＝２月15日㈮　４月15日号＝２月28日㈭
掲載申し込み締め切り

イベント掲示板&みんなの広場

時 2月19日 ㈫・10:00～12:00、23日 ㈯・14:00～
16:00　所生涯学習センターいせトピア　内家族
や仲間で多言語を楽しく習得しながら世界中の

人々と国際交流をしている多言語活動について

お話しするとともに、地域の国際交流活動につ

いて報告します

※無料で託児できます。（２日前までに要予約）

言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ
（☎0120-557-761）

講演会「7カ国語で話そう」

時 2月26日㈫・27日㈬、19:30～21:30　所生涯学
習センターいせトピア・多目的ホール　内講演

会（テーマ：1日目「神話」・2日目「神宮の祭」、
講師：山中隆雄さん〔神宮評議員〕）、体験発表、

神宮紹介DVD「伊勢の神宮」の上映

伊勢モラロジー事務所（☎28-1854）

日本の心を伝える
～お白石持ち行事を知ろう～

時 3月10日㈰、10:00～11:30　所小俣図書館・2
階ホール　対市内在住で、平成25年4月に小学校
へ入学する子どもがいる一人親家庭　内お祝い

品のプレゼント、レクリエーションなど　申 2月
15日㈮までに、直接または郵送で同会（〒519-
0505小俣町本町1158）へ
※一人親家庭であることが確認できる書類が必

　要です。

伊勢市母子寡婦福祉会事務局・大橋さん（☎24-2689）

一人親家庭を対象とする
小学校入学お祝い会

時 2月4日㈪～3月10日㈰、9:00～17:00ごろ
所夫婦岩表参道を中心とした地域一帯　内二見

生涯学習センターの大段飾り、賓日館の江戸～

昭和初期の古
ふる

雛
びな

、式年遷宮にちなんだおひなさ

まをはじめ約100カ所に約6,000体のひな人形が
展示され、期間中は、旅館・飲食店などによる

期間限定メニューでのおもてなし、子ども打ち

掛けを着ての写真撮影会、十二単の着付け体験、

お茶席、おひなさまマジックショーなどが行わ

れます　料賓日館は入館料（大人300円、小・中
学生・高校生150円）が必要

オープニングセレモニー
時 2月4日㈪、10:00～　所二見老人福祉センター

恋活イベント
時 3月3日㈰、13:00～　所二見公民館　定 20歳以
上の独身男女各20人（先着順）　料 1,000円　申同
実行委員会へ

※県内では「美
うま

し国三重　ひな街道」を実施し

　ており、県下7会場のうち3会場のスタンプを
　集めると、記念品がもらえます。

おひなさまめぐりin 二見実行委員会
（☎42-1111〔二見総合支所〕）

おひなさまめぐりin二見
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成24年度〕 5,155 万 1千円（市主催分のみ）2月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時 毎週月曜日、13:30～15:30〔２月11
日は祝日のため、12日㈫に行います〕
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時２月７日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月31日㈭～２月６日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時２月21日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申２月14日㈭～20日㈬に、社会福祉協
議会二見支所（☎433994）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月曜日～金曜日、9:00～12:00・13:00
～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時２月21日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申２月１日㈮・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時３月７日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申２月28日㈭～３月６日㈬に、社会福
祉協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所ま
たは電話の上、相談日当日の13:15まで
に来所
※２月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時２月20日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時２月12日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時２月19日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時２月26日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

登　記

時 ２月12日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

人　権

時 ２月14日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火曜日・水曜日・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時２月７日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月曜日～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月曜日～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
時スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月曜日～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月曜日・火曜日・木曜日～土曜日、9:00
～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 40歳くらいまでの人または保護者、
学校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の
相談支援など）

時毎日、9:30～18:00（土曜日・日曜日・
祝日は16:30まで）
所障害者相談支援センター「ブレス」
（岩渕2丁目4-9、☎⑳6525）〔訪問によ
る相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月曜日～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと

時２月６日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時２月13日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時２月20日㈬、13:30～15:30
所・問 社会福祉協議会御薗支所〔ハート
プラザみその北側事務所棟〕（☎㉒
6617）

時２月27日㈬、13:30～15:30
所光の街コミュニティセンター
問社会福祉協議会二見支所（☎433994）
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〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515　FAX 0596-22-9699
パソコン　http://www.city.ise.mie.jp　　
携帯　http://www.city.ise.mie.jp/m/
Eメール　ise-koho@city.ise.mie.jp
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